
歌
の
周
辺

私
は
四
国
の
田
舎
の
小
さ
な
港
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
中
学
生
の
時
だ

っ
た
が
、
夏
の
或
る
夜
、
家
族
が
皆
出
か
け
て
留
守
番
の
私
は
蚊
帳
の

中
で
布
団
に
横
た
わ
り
、
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
る
「
耳
な
し
芳
一
」
の
朗

読
を
聴
い
て
い
た
。
平
家
の
墓
地
に
坐
っ
て
盲
目
の
芳
一
は
琵
琶
を
奏か
な

で
な
が
ら
壇
ノ
浦
の
戦
い
の
様
子
を
語
る
が
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
最
後

に
亡
霊
が
芳
一
の
耳
を
ち
ぎ
り
取
る
場
面
ま
で
来
る
と
、
恐
ろ
し
く
て

声
も
出
ず
、
そ
の
あ
と
ト
イ
レ
に
も
行
け
な
く
な
っ
た
。

右
の
歌
は
そ
れ
か
ら
十
数
年
後
に
詠
ん
だ
も
の
で
、
平
家
の
亡
霊
と
は

全
く
無
関
係
だ
が
、
家
の
ど
こ
か
の
暗
が
り
に
い
る
か
も
し
れ
な
い
霊

魂
を
想
像
す
る
こ
と
で
生
ま
れ
た
一
首
。 

（
高
野
公
彦
）

令和５年度の主な講演会・同時開催展

●講演会は入場無料

● 7月 1日(土)～ 8 月31日(木)

● 9 月 1 日(金)～10月31日(火)

●11月11日(土)12：30～

●11月11日(土)～ 1 月14日(日)

●12月 5 日(火)～12月17日(日)

● 1 月16日(火)～ 3 月16日(土)

● 1 月21日(日)13：00～

第28回宮柊二記念館全国短歌大会
ジュニア部門入賞者短冊展

宮芳平デッサン展

第29回宮柊二記念館全国短歌大会
表彰式・選者講評

第29回宮柊二記念館全国短歌大会
選者・入賞者 色紙・短冊展

宮柊二デスマスク展示

瀧澤さくら写真展

短歌セミナー（講演会）
講師／橘 芳圀（歌人）
会場／堀之内公民館大ホール



高
野
公
彦
う
た
紀
行
・
18

ぶ
だ
う
呑
む
口
ひ
ら
く
と
き
こ
の
家
の
過く

わ

去こ

世せ

の
人
ら
我
を
見
つ
む
る

　

▉
▊
『
汽
水
の
光
』

（
写
真
・
木
畑
紀
子
）

【
鑑
賞
】
口
が
体
内
の
闇
の
入
り
口
だ
と
す
れ
ば
、

葡
萄
一
粒
が
通
る
く
ら
い
の
口
の
開
き
は
闇
の
吸
引

力
を
強
め
る
絶
妙
な
大
き
さ
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
入

り
込
み
、
作
者
を
ざ
わ
り
と
動
か
し
た
も
の
は
何
か
。

古
い
日
本
家
屋
の
夏
座
敷
は
ほ
の
暗
く
冷
や
や
か
で
、

湿
り
を
帯
び
た
畳
や
柱
が
匂
う
日
常
の
異
空
間
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
家
霊
の
気
配
が
漂
う
。
床
下
や
廊
下

の
奥
、
か
つ
て
私
た
ち
は
見
え
な
い
何
か
と
暮
ら
し

て
い
た
。 

（
福
士
り
か
）



ふるさとコレクション▇█189
静岡挽物（静岡県静岡市）
　挽
ひき

物
もの

とは，ろくろを使って木をくり抜いたり成形して作る製品の
ことである。お盆やお椀，雛道具や家具の部品など様々な製品があ
るため，一度は目にしたことのある方も多いだろう。その技術の歴
史は古く，古代の挽物としては陀羅尼を納めた法隆寺の百万塔が有
名である。やがて職人たちは長い年月をかけて木地物素材が豊富に
取れる場所を転々とし，日本の各地に挽物を広めた。
　静岡に挽物の技術が伝わったのは元治元年（1864 年）。駿府城の
近くに静岡初の工房が開業し，多くの技術者が育成されたと言われ
ている。初期は足踏式のろくろを使用していたが，明治時代には動
力に蒸気が使用され始め，大正時代には電気モーターが用いられる
ようになり，日本一の生産高を誇った時代もある。
　今，私の手元にあるのは挽物所 639 という工房で作られたボール
ペン。この工房ではひとつひとつ素材の個性と向き合うように挽い
ているのだという。この小さなぬくもりの背景には長い歴史と多く
の人の手があるのだと考えると非常に感慨深い。

（写真・解説　杉本　なお）


